
◆
ひ
ど
い
「
ル
ネ
サ
ス
」
の
例

ル
ネ
サ
ス
武
蔵
事
業
所
（
元
日
立
製
作
所
武
蔵
工
場
）

の
谷
口
利
男
さ
ん
は
、
今
年
の
11
月
に
定
年
を
迎
え
る

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
か
ら
60
歳
以
降
の
継
続
雇
用
の

希
望
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
に
会
社

か
ら
提
示
さ
れ
た
再
雇
用
先
は
現
在
勤
務
し
て
い
る
職

場
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
総
合
職
と
し
て
働
い
て
き
た

職
務
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
製
造
現
場
で
の
夜
勤
勤

務
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
の
人
か
ら
は
「
60
歳
に

な
っ
て
か
ら
の
夜
勤
は
体
力
的
に
無
理
」
と
言
わ
れ
、

産
業
医
に
も
相
談
し
た
ら
「
心
身
と
も
に
大
変
と
な
り

無
理
で
あ
る
」
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。
谷
口
さ

ん
は
、
人
権
侵
害
・
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
と
も
い
え
る
会
社
の

提
案
に
強
く
抗
議
し
、
現
職
で
の
継
続
雇
用
を
強
く
要

求
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
60
歳
以
降
も
継
続
雇
用
を

希
望
す
る
人
達
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

人
材
募
集
の

よ
う
な
お
か

し
な
制
度
を

改
善
さ
せ
る

た
め
に
、
会

社
や
組
合
に

も
要
請
を
続

け
て
い
ま
す
。

◆
希
望
者
全
員
の
雇
用
が
原
則

60
歳
以
降
の
雇
用
継
続
は
、
年
金
支
給
年
齢
が
60
歳

か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
働
か
な
け
れ
ば
生
活
で

き
な
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
「
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」
を
改
正
し
、
企
業
に
雇
用
継
続
を
義
務
付
け
る

も
の
で
す
。
し
か
し
希
望
者
全
員
の
雇
用
が
原
則
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
企
業
で
選
別
基
準
が
設

け
ら
れ
、
会
社
の
気
に
入
ら
な
い
労
働
者
を
排
除
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
労
働

者
・
労
働
組
合
な
ど
の
抗
議
に
よ
り
、
選
別
基
準
の
修

正
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分
で
な
く
、
企
業
が

こ
れ
を
拡
大
解
釈
し
て
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望

者
全
員
の
雇
用
が
骨
抜
き
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
是
正
を
求
め
て
、
厚
生
労
働

省
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
適
切
な
指
導
を
求
め
る
運

動
が
重
要
で
す
。

◆
日
立
関
連
職
場
で
チ
ェ
ッ
ク
を

日
立
で
は
「
再
雇
用
を
希
望
す
る
全
て
の
者
に
対
し
、
職
務

等
の
提
示
を
行
い
、
本
人
が
同
意
し
た
場
合
に
再
雇
用
す
る
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
会
社
の
選
別
を
許
す
多
く
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
ル
ネ
サ
ス
の
例
か
ら
は
次
の
よ
う
な
問
題

点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

①
職
務
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
能
力
的
に

本
人
が
無
理
と
判
断
さ
せ
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
職
務
と
全
く
異
な
る
職
務
を
提
示
し
、
や
る

気
を
失
わ
せ
る
。

③
体
力
的
に
大
変
な
職
務
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康

上
の
不
安
を
あ
お
る
。

④
労
働
運
動
の
活
動
家
を
ね
ら
い
撃
ち
に
す
る
こ
と
で
、
会

社
に
反
抗
す
る
と
雇
用
継
続
さ
れ
な
い
雰
囲
気
を
作
る
。

60
歳
以
降
の
雇
用
継
続
は
高
年
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

職
場
全
体
の
権
利
を

ま
も
り
、
働
き
や
す

い
職
場
に
す
る
た
め

に
も
重
要
な
内
容
で

す
。
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●
『
階
段
を
使
お
う
』

最
近
、
駅
の
ホ
ー
ム
の
作
り
が
と
て
も

気
に
な
る
。
ホ
ー
ム
と
の
連
絡
に
階
段
が

な
く
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
だ
け
の
駅
が
多

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
自
体

は
便
利
な
も
の
だ
し
、
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
日
本
な

の
だ
か
ら
、
増
や
す
こ
と
自
体
は
良
い
と
思
う
。
し
か
し
エ

ス
カ
レ
ー
タ
は
階
段
よ
り
も
混
雑
す
る
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
前
で
５
分
く
ら
い
行
列
し
た
経
験
の
あ

る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
何
か
と
物
騒
な
昨
今
、
駅
の
ホ
ー
ム

で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
と
て
も
危
険
だ
と
思
う
。
鉄

道
会
社
に
お
願
い
し
た
い
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
隣
に
は
必

ず
階
段
も
設
置
す
る
よ
う
に
と
。

そ
し
て
自
分
た
ち
も
、
健
康
の
た

め
に
も
で
き
る
だ
け
階
段
を
使
う

よ
う
に
し
よ
う
。

投
稿
歓
迎

ＱＲコードに
アクセス！

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

おっとっと…あけてびっくり６０歳以降の雇用継続

経験・体力のない人が現場で夜勤？

チーム・マイナス６％がわからない人はwww.hitachi.co.jpを見るように



組 合 名 一時金回答額 

(会 社 名） 
賃  金 

年間回答額(円) 月数（カ月） 

日立製作所 賃金体系維持、500 円 1,450,150 4.85 

日立グローバルストレージテクノロジーズ 賃金体系維持、500 円 1,300,094 4.25 

日立オムロンターミナル 賃金体系維持、500 円 1,485,556 4.85 

ルネサステクノロジ 賃金体系維持、一律 500 円 1,295,582 4.55 

日立国際電気 賃金体系維持、500 円 1,459,000 5.1 

日立空調システム 賃金体系維持、500 円 1,432,300 4.83 

日立インダストリイズ 賃金体系維持、500 円 1,460,100 4.65 

日立建機 賃金体系維持、500 円 1,575,000 5.27 

日立工機 ５，５５３円 1,506,006  5.01  

日立電線 賃金体系維持 1,273,000  4.41  

日立ハイコス 賃金体系維持、500 円 1,211,910  4.22  

日本ＡＥパワーシステムズ 賃金体系維持 1,214,508  4.00  

日立水戸エンジニアリング 賃金体系維持、500 円 1,115,381  4.30  

日立協和エンジニアリング 賃金体系維持 1,031,082  3.61  

日立エンジニアリングサービス 賃金体系維持 1,265,652  4.12  

日立エンジニアリング 賃金体系維持 1,172,600  3.76  

日立超ＬＳＩシステムズ 賃金体系維持、500 円 1,401,200  4.66  

日立電子サービス 賃金体系維持、500 円 1,296,000  4.60  

日立ホームアンドライフソリューション 賃金体系維持、500 円 1,200,750 3.75 

 

06春闘では、労働協約改訂の女性に関連
ある項目で、一定の前進がみられましたが、

組合要求の意見の吸い上げ方や、会社提案

の内容の提示などで十分な論議のないまま、

集約してしまいました。

前進とみられる項目は

（１）出産、育児のために退職し、再雇用

制度登録した者が再雇用を申し出た場合、

時期を現行の小学校入学前から、小学校卒

業まで延期されたこと。

（２）「配偶者の転勤」を再雇用制度の申

請理由に加えたこと。

（３）短時間勤務者の勤務形態を原則実働6

時間としつつも、5時間、4時間勤務も可能

にしたこと。

（４）(3)の短時間勤務者にもフレックスタ

イムが取得できるようになったこと。

一方、07年度から施行される「改訂均等
法」に向けた、労使懇談会の設置や職制等

への意識付け等は、組合員の意思がどれだ

け反映されるか不透明です。

次世代育成支援策の基本

は「仕事と家庭の調和」を

理念に規定した施策を推進

していって欲しいものです。

現場から働きやすい職場め

ざし、多いに声を上げてい

きましょう。

〃
日
立
の
違
法
行
為
を

政
府
も
認
め
る
〃

「
こ
の
労
働
災
害
に
関
連
し
ま

し
て
調
査
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ

（
中
略
）
実
態
と
し
て
労
働
者
派

遣
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
偽
装
請
負
で
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

こ
れ
は
、
日
本
共
産
党
大
門
参
議

院
議
員
が
今
年
３
月
24
日
に
国
会

で
、
一
昨
年
に
日
立
製
作
所
日
立

工
場
で
起
き
た
爆
発
火
災
で
、
派

遣
社
員
２
名
が
被
災
し
、
内
１
名

が
死
亡
し
た
事
故
の
責
任
追
及
に

対
し
て
政
府
が
答
え
た
も
の
で
す
。

日
立
は
一
貫
し
て
請
負
会
社
の

事
故
だ
と
し
て
責
任
逃
れ
を
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
10
月

に
日
立
労
基
署
は
事
故
の
責
任
は

日
立
に
あ
る
と
し
て
、
日
立
を
労

働
安
全
衛
生
法
違
反
で
書
類
送
検

し
ま
し
た
。
そ
し
て
政
府
も
、
日

立
が
違
法
な
偽
装
請
負
を
行
っ
て

い
た
こ
と
を
認
め
た
の
で
す
。

（
日
立
事
業
所
）

〃
設
立
以
来
の
最
高
益

で
も
賃
金
カ
ッ
ト
〃

日
立
工
機
で
は
03
年
10
月
に
、

プ
リ
ン
タ
ー
部
門
を
分
割
し
電
動

工
具
専
業
メ
ー
カ
ー
に
近
い
業
態

に
な
り
、
「
高
コ
ス
ト
体
質
」
の

是
正
の
た
め
と
賃
金
の
６
％
カ
ッ

ト
が
押
し
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

会
社
は
以
後
３
年
連
続
の
増
収
・

増
益
で
、
06
年
３
月
期
を
最
終
と

す
る
中
期
経
営
計
画
値
を
売
上
高

で
一
・
三
倍
、
純
利
益
で
は
三
・

一
九
倍
の
超
過
達
成
で
百
十
五
億

円
と
発
表
。
会
社
予
想
を
大
き
く

超
え
る
高
収
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
春
闘
で
は
誰
も
が
賃
金
カ
ッ

ト
の
打
ち
切
り
と
、
賃
上
げ
と
業

績
に
見
合
っ
た
一
時
金
の
獲
得
と

思
っ
て
い
た
の
に
、
結
果
は
五
百

円
の
賃
金
改
善
と
、
３
％
の
賃
金

カ
ッ
ト
を
恒
久
的
措
置
と
し
て
固

定
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

職
場
で
は
「
想
定
外
だ
、
会
社

と
組
合
に
裏
切
ら
れ
た
気
分
だ
」

「
五
百
円
と
引
換
え
に
一
万
円
以

上
の
減
額
、
一
時
金
だ
っ
て
前
年

並
み
、
そ
れ
な
の
に
株
主
配
当
だ

け
が
24
円
に
引

上
げ
予
定
な
ん

て
」
な
ど
不
満

と
怒
り
の
声
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
日
立
工
機
）

〃
事
故
の
起
き
る
前
に

安
全
対
策
を
〃

大
型
車
両
が
数
台
入
る
と
直
ぐ

に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る
構
内
通

路
。
通
路
に
は
空
パ
レ
ッ
ト
や
空

台
車
等
が
置
か
れ
て
い
て
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
全
対
策
と
し
て
出
退
勤
時
間

帯
の
車
両
通
行
禁
止
の
徹
底
が
図

ら
れ
た
が
、
通
行
禁
止
時
間
帯
に

来
た
車
両
は
門
前
で
守
衛
に
追
い

返
さ
れ
る
為
、
仕
事
へ
の
影
響
が

出
る
は
、
周
辺
道
路
で
の
駐
車
待

機
で
渋
滞
の
原
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
安
全
上
、
車
両
待
機
場
所

の
確
保
や
車
両
と
人
の
通
行
帯
の

確
保
な
ど
の
抜
本
的
な
安
全
対
策

を
望
む
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
）

〃
深
刻
な
メ
ン
タ
ル
問
題

求
め
ら
れ
る
改
善
策
〃

職
場
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問

題
が
深
刻
に
な
り
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
ル
ネ
サ
ス
の
武
蔵
事
業
所

で
も
、
今
年
の
２
月
末
現
在
の
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
新
規
休
職
者
が
12
名
、

再
発
４
名
、
復
職
10
名
、
退
職
２

名
と
の
事
で
し
た
。

３
月
開
催
の
事
業
所
安
全
衛
生

委
員
会
に
お
い
て
産
業
医
か
ら

「
長
時
間
残
業
者
は
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
に
は
残

業
が
長
い
の
だ
け
が
要
因
で
は
な

い
が
、
大
き
な
原
因
で
あ
り
、
管

理
職
は
働
き
す
ぎ
の
人
が
い
た
ら

『
休
め
』
と
言
つ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
主
旨
の
発
言
を
さ
れ
た
と
、

職
場
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
成

果
主
義
賃
金
制
度
の
弊
害
で
は
な

い
の
か
と
の
指
摘
も
あ
り
職
場
環

境
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
ル
ネ
サ
ス
武
蔵
）

現場の要求に沿った

実効性あるものに
Ｆ・Ｆプラン
の推進

日立関連各組合「06年春闘回答」状況


